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職員として、他の職種の職員達にどんな役割を果たしてほしいか具体的な期待を持ち、保育
士以外の職種の人たちが保育に係わるとき、その人達への気配りや協力関係に配慮するととも
に、保育士としての役割が何であるか理解している

全体の奉仕者としての自覚を持ち、服務規律などのルールを遵守する中において、自らの職
責を果たし、自分の担当以外の園内の整理整頓や清掃を進んで行っている。また、本来の業
務以外に保育園に係わる仕事を頼まれたとき、それも職務の一端と捉え、責任を持って引き受
けている。

遅刻・欠勤が無く、遅刻があった場合は正確な出勤時間を出勤簿に記入し、欠勤した日の出
来事や連絡・注意事項は、自分から尋ねて理解するなど職員間の連携に努めている。

園長等と意見が合わないとき、十分に話し合った上で、上司の指示に従い、責任を持って取り
組み、必ず結果を報告し、また、会議等で必要と思う質問や意見をはっきり発言することができ
る。

自己評価結果

保育者である前に、社会人としての教養を積むよう常に心がけ、さらに保育士としての専門知
識や技術を身につけるよう努め、保育を楽しめるよう心掛けている。

園長等の指示がどういう意図で出されているかわからないとき、あなたは質問や意見を言える。

平安幼稚園の教育・保育理念（幼児に対する心の持ち方）に込められた願いを常に念頭に置
いて仕事に臨んでいる。

教育・保育課程（教育・保育についての根本的な考え方）、教育・保育方針（教育・保育を進め
ていくための指針）を意識し実践に臨み、園、クラス、個人の保育目標を達成するために、具体
的な努力をしている。

評価項目

Ａ

結果 備考

１．教育・保育理念

子どもの幸せのため、子どもの権利条約（①生きる権利 ②育つ権利 ③守られる権利

④参加する権利）を遵守し、人格主義の基本理念（誠実・忍耐・勤勉）と良心を育てる。

２．教育方針

本園の教育は園児の言語（英語を含む）、情緒、行動、社会性および身体の調和的発達を助

長し、

望ましい人間形成を目指すものである。

３．教育目標

①読み書きができる賢い子ども

②情緒が豊かで明るい子ども

③よく考え、進んで行動する子ども

④仲良く遊び、協力し合う子ども

⑤身体が丈夫で逞しい子ども

４．本年度に定めた重点的に取り組む事が必要な目標や計画

①基本的生活習慣の確立
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Ｂ子ども達には、常に優しい言葉がけを心掛けて、必ず「さん、くん」をつけて呼んでいる。

毎日保育士にふさわしい、動きやすく清潔な明るい色の服装を心掛けている。

子どもの目を優しく見つめながら気持ちを合わせ、子どもの言葉だけではなく、目の動き、顔の
表情、体全体の仕草にも注意を払っている。

頭髪や服装を整え、人に好印象を与え、園のイメージを損なわないよう心掛けている。

手洗い(手指消毒）、うがい、歯磨きの励行に努め、その大切さについて子どもと話し合うように
している。

挨拶をしない子どもや保護者がいる場合は、積極的に挨拶をするよう促すようにしている。

身だしなみとおしゃれの違いを理解し、頭髪、爪、メイク、アクセサリー等は、保育士らしい保育
に差し支えのないような物を心掛けている。

園内だけでなく、園外でも地域の人々に積極的に挨拶をしている。

保育士等の挨拶を常に子どもが見てまねしていると言うことを自覚し、正しい挨拶を心掛けて
いる。

保護者、子どもだけではなく、職員間、来客等にも進んで笑顔で元気良く爽やかに、必ず立ち
止まって挨拶をし、誰に対しても礼儀正しく接している。

他の職員にアドバイス、指導等をするとき、丁寧にわかりやすく、アドバイスを受ける側の気持
ちになって行っている。

職員会議等で、他の職員から自分の意見や考えと違う結論が出たときも、それに従って気持ち
よく協力し、実行できる。

クラス単位の業務の推進を図るために、自己のクラス課題達成、仕事の執行にとどまらず、他の
クラスにも連携を深め、好ましい関係を樹立するよう努めている。

園にかかわるすべての人を批判したり、悪口、陰口等は絶対に言わない。

朝の視診時に子どもの体調、機嫌の良し悪し、不審な傷がないかをみて、異常や気になる点
がある時は家庭に連絡し、事情を聞くようにしている。また、園内で知り得た様々な事情、個人
情報等を正当な理由無く外部に漏らさない。

子どもの情報は常に保育士間で話し合い、クラスを越えて共有する。また、行事の前には学年
や全体で話し合いを設け、準備の確認等、不備の無いよう共通理解を図る。

朝の清掃をしながら、廊下や階段、保育室など子どもの動線上等に危険物がないかを確認し、
危険な遊びがみられた場合は速やかに言葉をかけるなどして注意し、その使い方について子
どもと話し合うようにしている。

自分のクラスの教材や備品を、責任を持って毎日点検・管理し、園の教材・教具、消耗品等に
不備があれば、自らすすんで整えることができる。

心身共に安定し、健康であるよう常日頃から体調管理に努め、自分の保育が、子どもの生涯の
基礎を培う極めて大切な役割を担っていると認識している。

仕事に優先順位をつけ、段取りを決め、締め切りのある仕事や提出物は、期限をきちんと守り、
丁寧、正確、迅速に遂行し、当番や役割による仕事（実費徴収費等の現金の管理等）は確実
に行っている。

園内の整理整頓、清掃に心掛けるとともに、室内の換気、室温などにも気を配るようにし、園の
備品、消耗品等を大切に使用し、私物と混同しない。

小さな事でも、園長や主任等に報告・連絡・相談をし、自分の仕事や職務に必要な情報の提
供や共有に努めている。
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季節によって自然の草、花、実、種などを採取し、保育への活用を考えるようにし、季節感や日
本、沖縄の伝統的な行事などを指導計画の中に取り入れている。また、探索活動が十分行え
るよう、安全によく気を配り環境を整えたうえで、子どもが要求する行動を容認し、好奇心や興
味を引き起こす教材や素材、場を用意する心配りをしている。

大勢の子どもを保育するときでも、あなたを独占したがるその子の気持ちも十分に満たすなど、
子どもの背景に配慮しながら、個別の対応の努力や工夫をしている。また、子どもが緊張した
り、不安を感じたときにはあたたかく受け止め、母親のように優しく接するなど、家庭的な雰囲気
作りに心掛けている。

子ども一人ひとりの発達の姿や興味の対象の実態を把握して、月・週・日案などを作成し、子ど
もの意欲を誘う環境構成が十分工夫されている。また、複数担任の場合は、よく話し合ってお
互いの考えを十分に理解した上で、月・週・日案などを立てている。

園の保育理念や方針・目標、作成した指導計画のねらいや内容を、保護者にわかるように説
明でき、園長はじめ他の職員が把握できる保育日誌などの記録が書けている。

指導計画を作成するとき、「保育所保育指針」を参考にし、年間指導計画から毎月の指導計画
におろし、それに基づき日々の保育を行っている。また、月・週案なども、教育的側面（五領域
の視点）や養護的側面（基礎的事項）も盛り込み作成している。

緊急な連絡、重要な連絡は電話や連絡帳に記入する等して知らせるようにし、保護者からの依
頼や伝言等については、メモを取るなどしてきちんと対応している。

短期（１～２日）の欠席の場合は、電話で子どもの様子を聞き、長期欠席や入院等の場合は、
必要があれば見舞って、園やクラスの様子などを伝えるようにしている。また、連絡帳は保護者
がその内容を良く理解でき楽しみにするような書き方をし、保護者からｸﾚｰﾑがあった場合は、
まず謙虚に話を聞き、園長、主任に報・連・相する。

園の様子を伝え、家庭での様子を聞く中で、子どもの育ちを保護者と共に考え、喜び合うこと
ができる。また、その日の子どもの健康状態や興味を持った遊びなど、必要に応じてお迎え時
に保護者に丁寧に伝えるように努めている。

あなたの保育に批判的な保護者であっても、対立せずに受容し、意見や要求を聞こうとする姿
勢を持っている。また、保育に関する保護者の考えや提案を積極的に聞き、保育の流れの中
で適切と思うものについては、園長等と話し合った上で受け入れるよう努めている。

子どもに文化や生活習慣、考え方が多様であることを知らせ、それらを尊重する心を育てるよう
努めている。

育児の考え方について、保護者とあなたとが食い違っているとき、先ず相手の気持ちを受け止
め話し合い、その保護者の立場や背景、その子の生育歴等を理解するよう努めている。また、
子どもの家庭状況は多様だという考えの上で、今、その親子に何が必要かを見極め、それぞれ
にとって適切な援助をしている。

子どもの年齢や発達、個性、特徴に応じたかかわり方をし、乱暴な適切ではない言葉がけをし
ていないか、考えをまとめて子どもに話しかけているかなど、常に気をつけている。

安全で清潔感のある環境作り（保育室、トイレ等）に努め、子どもと一緒に思い切り体を動かし
て遊ぶことの重要性を理解し、一緒に楽しんで保育を行っている

日頃から子どもに身体的苦痛を与えたり、人格を辱めるなど精神的苦痛を与えることがないよう
にし、すべての子どもについて、一人ひとりの存在とその人権を尊重している。

子どもの年齢に応じたわかりやすく聞き取りやすい語りかけを心掛け、少なくとも、１日１回は、
クラスのすべての子どもと心の通う会話を心掛け、日々確認をしている。

年上、年下、同年齢、同性、異性、先輩、後輩、同期にかかわらず、丁寧な言葉で話をしてい
る。

電話をとるときは必ず自分の名前を言い、丁寧な言葉を使っている。

保護者に対し、子どものことや自分の保育のことをわかりやすく正しい言葉使いで、丁寧に話
すようにし、保護者との信頼関係を築いている。
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保育計画や保育記録を通して、自らの保育実践を振り返り、次の保育に向けてその専門性、
保育の質の向上や保育実践の改善に努めている。
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失敗やミスはそのまま流さずに、必ず次につながるようにしている。

自分の保育に対する同僚や上司からの批評や意見を、感情的にならず謙虚に聞き、時には反
省することができる。

時間内で仕事が終われない場合、その原因を把握し、改善する努力をしている。

月・週・日案などが、実際の子どもの姿、興味・関心に合っていたかという視点から、自分の保
育を評価・反省している。

保育士としての責務と誇りを自覚して、人間性と専門性の向上に努め、映画、演劇、美術、音
楽など本物に触れる機会を持ち、自分の感性を培う用にしている。

職員相互の話し合い等を通じて、保育の質の向上のための課題を明確にすると共に、保育園
全体の保育の内容に関する意識を深めている。

自分の保育に自信を持ち、自分のカラーを出した自分にしかできないクラス運営を行ってい
る。（他年度、他の保育士と比べない）

他のクラスの保育について、疑問や感想・意見を、お互いの向上のために言葉に配慮しながら
素直に述べることができる。

人が嫌がる仕事や他者の仕事も自ら申し出て取り組むなど、他者への協力や協働を惜しまな
いことで、組織に人数以上の達成度を持たせている。

園の行事について、その意味を十分に理解し子ども達が期待を持って「行事」に参加できるよ
う、年間計画の段階から子どもの主体性を尊重する保育場面を用意している。

何事にも率先して行動をし、職務会等でも積極的に発言し、他の職員の模範となるような立ち
振る舞いを常に意識して行っている。

保育の専門知識や技能の他に、趣味や読書、スポーツ等にも関心を持つように努め、講演
会、研修会、他園の見学、ボランティア活動（園の活動や姉妹園の行事等も含む）などは、進ん
で参加するようにしている。

積極的にキャリアアップ研修等を受講し、リーダー等として保育士等や園全体の質の向上に向
けて取り組んでいる。（取り組んでいきたい）

仕事は優先順位を決め、効率よくこなすために、わからないことは他の職員に教えてもらう等、
常に努力をしている。

物事を常にプラス思考で捉え、失敗があったときも前向きに切り替えながら自分の職務能力を
伸ばすことや経験を積むための取り組みをしている。

常にコスト意識を持ち、時間、経費、労力、資材等を有効活用し、効率的な仕事を進め、勤務
時間内で仕事を終わらせている。

言葉はコミュニケーションや思考・行動のために不可欠なものであることを認識し、幼児期に生
きた言葉を豊かに身につけられるように努力している。

絵本を読み聞かせるときは、文章の美しさや言葉のリズムの面白さに気を配り、その物語性や、
伝統の素晴らしさを伝えている。

子どもが安心して自分の気持ちを伝えられるように、いつも心を開いて、信頼関係を作る努力
をし、どの子も自分が愛されていると実感できるように接している。

「食育」の考え方を大切にし、食事を「楽しく・おいしく」味わえるように、テーブルの配置や飾り
付けなども工夫している。また、食べ物をこぼしたり汚したりしながらも、子どもが自分で食べる
意欲を育てるために、楽しい雰囲気で食事ができることを第一に考えている。
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　十分達成されている

　達成させれている

　取り組まれているが、成果が十分でない

　取り組みが不十分である

◎「４．５」の評価結果の表示方法

　７．総合的な評価結果

　８．今後の取り組むべき課題

課　題 具体的な取り組み方法

新しい取り組み方に挑戦し
保育の充実化を図る

　６．本年度に定めた重点的に取り組む事がが必要な目標や計画の考察

成　果 理　由

・コロナ感染を避けるための様々な制限により、保育活動内容にも大きな影響が多々あった。

接触を避けるために行事の縮小開催や内容の変更を行った。行事、保育活動等の内容を検討する

ことによって、今までにない新しい取り組みや方法を知る機会にもなった。

・コロナ禍で続いた制限により、外で遊ぶ機会や外出もだいぶ減った子ども達、運動会のプログラム

内容も密を避けるために変更したり内容を簡素化したりと、体を動かしたり、運動不足や体力の低下

も見られた。

・前年度の課題にもあったように、園での様子をお知らせする機会やツールが少ないことが

挙がっていたが動画やインスタグラムなどを活用して、保護者の方に配信することができた。

①子どもの主体性を尊重した遊びの展開を行う

コロナ禍で保育活動、内容にも変化が見られた。子どもの主体性を尊重しながら遊

びの内容を考えたり、展開を踏まえた計画の立案に努めた。遊びの中でも自分たち

でやりたいことを話し、選択したりと子ども達の気持ちに寄り添えるような言葉か

けや内容設定を心がけ保育に努めていくようにした。

②インスタグラム、動画を通しての子どもたちの園生活の様子を配信する。

コロナ禍で、なかなか園での様子を目にする機会が減ったため、保護者の方には

出来る限り子どもたちの様子が分かり、安心して預けてもらえるように努めた。

コロナ感染症が徐々に収束の兆しが見え、以前のように子ども達が

安心、安全に過ごせる園生活を取り戻せるよう努めていく。

コロナ禍により、変化した内容、行事、取り組みなどを踏まえて

今後の取り組み方や保育の在り方を考えていく。


